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ニュースあらかると暮らし

時
間
に
し
て
お
よ
そ
５
分
。
あ
い
さ
つ
や
返
事
と
い
っ
た
接
客
の

基
本
か
ら
黙
想
、
感
謝
の
合
掌
、
そ
し
て
今
日
の
心
構
え
や
目
標
を

発
表
す
る
ス
ピ
ー
チ
・
・
。
腹
の
底
か
ら
声
を
絞
り
出
し
た
後
は
最

後
に
全
員
で
固
い
握
手
を
交
わ
す
。顔
に
は
自
然
な
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、

実
に
す
が
す
が
し
い
表
情
で
自
分
の
持
ち
場
に
戻
っ
て
い
く

－

。
創

業
４
年
目
で
３
億
円
強
の
売
上
高
を
見
込
む
同
社
の
原
動
力
は
、
飲

食
業
の
み
な
ら
ず
病
院
や
遊
技
場
な
ど
県
内
外
か
ら
50
を
超
え
る
企

業
が
見
学
に
訪
れ
た
こ
の
朝
礼
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

現
在
店
舗
は
熊
本
市
内
に
３
店
。
今
年
は
熊
本
駅
に
も
出
店
し

同
社
の
知
名
度
を
上
げ
た
。「
朝
礼
は
何
の
た
め
に
働
く
の
か
を
意

識
す
る
、
初
心
に
帰
る
場
。
そ
し
て
お
客
様
を
元
気
と
感
動
で
迎
え

た
い
」
と
三
瀬
社
長
。
食
材
は
牛
深
直
送
に
こ
だ
わ
る
。
故
郷
・
牛

深
へ
の
思
い
も
、
力
の
源
で
も
あ
る
。

朝礼の最後は全員で握手。ホールと板場の一体
感が生まれ、チームワークを意識する瞬間だ。
食彩浪漫「HERO海」本店 (手取本町 )で

50社超が見学に訪れる“朝礼力” 居 酒 屋 経 営

㈱HERO
,
S

（熊本市安政町）

新時代を生き抜く新時代を生き抜く

三
瀬
広
海
（
み
せ
・
ひ
ろ
う

み
）
社
長
、
天
草
市
牛
深
町

出
身
、
32
歳
。

08
年
１
号
店
の
食
彩
浪
漫「
Ｈ

Ｅ
Ｒ
Ｏ
海
」
を
手
取
本
町
に

出
店
、
09
年
に
安
政
町
店
、

11
年
熊
本
駅
店
を
オ
ー
プ
ン

このスタイルの朝礼は 08年のオープンか
ら。現在全店で実施、見学は個人でも受け
付ける

一
流
和
食
調
理
人
が
指
導
す
る

一
流
和
食
調
理
人
が
指
導
す
る

日
本
料
理
に
見
る「
和
の
食
卓
作
法
」

酢
の
物
〜
甘
味
編

ホ
テ
ル
熊
本
テ
ル
サ

（
熊
本
市
水
前
寺
公
園
）

で
行
わ
れ
た
土
山
憲
幸

総
支
配
人
の
「
日
本
料

理
を
味
わ
い
、
和
の
作

法
を
学
ぶ
」
か
ら
、「
和

の
食
卓
作
法
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
今
回
は

最
終
回
で
す
。

随
時
掲
載

（プロフィール）
つちやま のりゆき 八代出身で、元赤坂
プリンスホテル総料理長（和食担当）、
1993 年に和食調理委員会事務局長に
就任後、迎賓館、総理官邸などで日本
料理調理責任者として、スウェーデン
国王夫妻、フランスのシラク大統領な
ど多くの要人をもてなしている。

指導  土山 憲幸
ホテル熊本テルサ総支配人

献立の最後に出されることが多く、口
中をさっぱりと引き締めてくれます。器
は手に持ってもよく、汁がある場合はお
飲みになっても結構です。

①酢の物

ご飯の蓋は左に、止椀の蓋は右に置き
ます。先ずご飯を一口いただいてから止
椀をいただき、あとは交互に、必ず手に
持っていただきます。

②食事 (ご飯・止椀・香物 )

そ
の
④
最
終
回

いただきやすいように包丁が入っていま
す。柿やブドウのように種のあるものは、
懐紙を折って口元にもっていき中へ落とし
ます。懐紙の用意がないときは、手を軽く
握るようにして、中へ落とします。残りま
した種や皮は、見苦しくないようにお皿の
中央にまとめておきます。

献立によっては和菓子や葛切りなどが出されることがあります。お煎茶でいただくときは、
甘味とお茶を交互にいただいてもよいのですが、お抹茶の場合はお抹茶が出される前に甘味
をいただきます。

④甘味

③果物


